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基準値 実績値 目標値

令和２年度

―％

令和6年度

8.0％

令和12年度

10％

基準値 実績値 目標値

令和２年度

―　件

令和６年度

10件

令和12年度

28件

基準値 実績値 目標値

令和２年度

―　回

令和６年度

１回

令和12年度

６回

基準値 実績値 目標値

令和2年度

―　件

令和６年度

６件

令和12年度

62件

地域循環共生圏の構築に向けた取組数（件） 地域循環共生圏の構築に向けた取組数（件）※累計

令和2年度

―

令和6年度

５件
環境課題の解決と新たな価値の創出を同時に実施する取

組の数
環境課題の解決と新たな価値の創出を同時に実施する取組の数
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取組の柱

1-2

先導的事業

の推進

詳細指標

― ―

小田原の森里川海に触れる体験をした都市住民の割合（％） 小田原の森里川海に触れる体験をした旅行客の割合（％）

令和２年度

8.9％

令和6年度

17％

令和12年度

30％

小田原の環境資源について、東京・横浜・川崎の18～69

歳の男女を対象にアンケート調査を行い、うち自然体験をし

た方の割合を算出

小田原市観光アンケート調査（一般社団法人小田原観光協会）に

おいて、旅行先を小田原に決めた理由について、自然鑑賞と回答した

方の割合 ①
根拠となる調査を実施することができないた

め、見直し前の指標を削除し、新たな指標と

する。

見直し前の指標の根拠としていたアンケートについ

て、R３年度以降同様のアンケートは実施しておら

ず、今後も実施されないため、取組状況を図ること

ができないので指標の変更を行う。

環境と経済の好循環を生み出す施策の取組結果

として、本市の森里川海の魅力に触れる体験をし

た人数という指標の考え方を変えることなく、できる

だけ近い結果を求めることができるものを検討した

結果、観光協会が実施する旅行客を対象としたア

ンケートから「自然鑑賞」を目的とし来訪した割合

を採用した。

【2030年に目指す姿】との整合性を図るため、指

標の名称については、「小田原の森里川海に触れ

る体験をした旅行客の割合」とする。【意見対応表

ＮＯ5】

森里川海ブランドの認定数（件） 森里川海ブランドの認定数（件）※累計

令和２年度

―

令和6年度

10件

森里川海の恵みによる地域資源を生かした（仮称）森里

川海ブランドの認定数

森里川海の恵みによる地域資源を生かしたおだわら森里川海ブランド

「Green　Selection」の認定数

森里川海ブランド認定品の出店回数（回）

おだわら森里川海ブランド「Green　Selection」に認定された商品のイ

ベント等における出店回数

第３次小田原市環境基本計画に係る指標新旧対応表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【見直し内容】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①根拠となる調査を実施することができないため、見直し前の指標を削除し、新たな指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②見直し前の指標に新たに指標を追加し、今後の取組の進捗状況を確認するため、複数指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※空欄のものは、計画期間の見直しに伴う目標年次（R12年度）の目標値設定をしたもの及び実績値（令和６年度）を記載したもの。

見直し前 見直し後 見直し内容 見直し理由
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取組の柱

1-1

環境資源の

魅力発信

詳細指標

②
見直し前の指標に新たに指標を追加し、今

後の取組の進捗状況を確認するため、複数

指標とする。

「取組の柱1-1環境資源の魅力発信」は、地域循

環共生圏の構築に向け、環境資源の魅力を発信

することで、経済と環境の好循環を生み出す取組

であるため、これまでの指標「森里川海ブランド認

定数」に加え、より経済との結びつきを図ることがで

きる「森里川海ブランド品の出店回数」を指標に追

加した。

1 49

施策１

地域循環共

生圏の構築

成果指標

1 
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第３次小田原市環境基本計画に係る指標新旧対応表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【見直し内容】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①根拠となる調査を実施することができないため、見直し前の指標を削除し、新たな指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②見直し前の指標に新たに指標を追加し、今後の取組の進捗状況を確認するため、複数指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※空欄のものは、計画期間の見直しに伴う目標年次（R12年度）の目標値設定をしたもの及び実績値（令和６年度）を記載したもの。

見直し前 見直し後 見直し内容 見直し理由

基準値 実績値 目標値

令和3年度

12.6％

令和6年度

13.3％

令和10年度

22.4％

基準値 実績値 目標値

令和２年度

―人

令和6年度

13,378人

令和12年度

15,000人

基準値 実績値 目標値

令和2年度

８件

令和６年度

20件

令和12年度

20件

基準値 実績値 目標値

平成30年度

17.5％

令和6年度

26.8％

令和12年度

50％

二酸化炭素排出量の削減率（％） 二酸化炭素排出量の削減率（％）

平成30年度

17.5％

令和6年度

28.3％

令和12年度

50％

環境省公表データによる（平成25（2013）年度比） 環境省公表データによる（平成25（2013）年度比）
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施策３

脱炭素

成果指標

― ―

5 54

取組の柱

2-1

環境学習・

環境活動の

推進

詳細指標

― ―

令和6年度

16.8％

令和12年度

25.2％

市民意識調査（まちづくりに関する市民アンケート）より 市民意識調査（まちづくりに関する市民アンケート）より

環境に関するイベントに参加している人数（人）

市で実施している環境に関する講座や啓発イベントの参加人数を把握

環境学習実施件数（件） 環境学習実施件数（件）

令和2年度

８件

令和6年度

20件

市で実施している環境学習や講座の実施件数を把握 市で実施している環境学習や講座の実施件数を把握

4 53

施策2

多様な主体

の育成・活

躍の推進

成果指標

③
その他（「環境に関するイベントに参加してい

る人の割合」については、市民意識調査の実

施が、R10年度・R14年度となる予定のた

め、目標年度を実施年度にあわせると共に

目標値を変更する。）

②
見直し前の指標に新たに指標を追加し、今

後の取組の進捗状況を確認するため、複数

指標とする。

③

見直し前からの指標「環境に関するイベントに参加

している人の割合」の根拠として用いている「市民

意識調査」に関して、今後R10年度、R14年度に

実施するため、目標年次を令和10年度とし、目標

値もこれに合わせ設定した。

②

見直し前の指標は、市民アンケートによる主観的

な部分があったため、市で実施する環境に関する

講座や啓発イベントなどの参加人数を把握すること

による、客観的な成果指標を追加した。

環境に関するイベントに参加している人の割合（％） 環境に関するイベントに参加している人の割合（％）

令和3年度

12.6％

2 
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第３次小田原市環境基本計画に係る指標新旧対応表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【見直し内容】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①根拠となる調査を実施することができないため、見直し前の指標を削除し、新たな指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②見直し前の指標に新たに指標を追加し、今後の取組の進捗状況を確認するため、複数指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※空欄のものは、計画期間の見直しに伴う目標年次（R12年度）の目標値設定をしたもの及び実績値（令和６年度）を記載したもの。

見直し前 見直し後 見直し内容 見直し理由

基準値 実績値 目標値

令和２年度

291台

令和６年度

611台※R5実績

令和12年度

9,000台

基準値 実績値 目標値

令和２年度

―　件

令和６年度

755件

令和12年度

2,300件

基準値 実績値 目標値

令和２年度

―　事業所

令和6年度

0事業所

令和12年度

200事業所

基準値 実績値 目標値

令和元年度

34,000㎾

令和６年

45,000㎾

令和12年

150,000㎾

基準値 実績値 目標値

令和２年度

66,861ｔ

令和6年度

60,931ｔ

令和12年度

57,385ｔ

ごみの総排出量（t） ごみの総排出量（t）

令和２年度

66,861ｔ

令和6年度

65,197ｔ

令和11年度

61,336ｔ

市事業実績により、家庭ごみ・事業ごみ全体の排出量（資源物含

む）を把握

（なお、第4次小田原市一般廃棄物処理基本計画の指標と整合を

図り、令和11年度の目標値を採用している。）

市事業実績により、家庭ごみ・事業ごみ全体の排出量（資源物含

む）を把握

9 59

施策４

資源循環

成果指標

― ―

市内の再生可能エネルギー導入量（kW） 市内の再生可能エネルギー導入量（kW）※累計

令和元年度

34,000kW

令和6年度

67,000kW

経済産業省資源エネルギー庁公表データから把握
市補助金実績、市有施設発電能力及び市内FIT導入量（資源エネ

ルギー庁公表資料）による

8 58

取組の柱

3-2

エネルギーの

地域自給の

推進

詳細指標

③
その他

市内の再生可能エネルギー導入量は、本市が確認可能な

最大量を指標としており、経済産業省資源エネルギー庁公

表データ（=市内FIT導入量）以外にも、市が補助金を

交付した設備や市有施設に導入した設備も把握可能であ

る。

現在の記載内容では、市内FIT導入量以外の導入量を含

んでいること正確に説明できていないため、修正を行った。

電気自動車普及台数（台） 電気自動車普及台数（台）

令和２年度

291台

令和6年度

1,000台

県及び市の自動車登録台数より、本市に登録されている電

気自動車の台数を把握

県及び市の自動車登録台数より、本市に登録されている電気自動車

の台数を把握　※予想登録台数の約10％に相当

長期優良住宅等認定数（件）　※累計

長期優良住宅、低炭素住宅、省エネ性能向上計画の認定数

小田原市再エネ電力使用事業所登録制度における達成事業所数（件）※累計

7 56

取組の柱

3-1

地球温暖化

対策の推進

詳細指標

②
見直し前の指標に新たに指標を追加し、今

後の取組の進捗状況を確認するため、複数

指標とする。

既存の指標である電気自動車の普及率は、市内

のCO2排出量削減の一部を担っているものの、包

括的な指標ではないことから、市域における地球温

暖化対策の進捗状況をより端的に示す値として、

家庭のCO2排出量削減に直結する「新築住宅に

おけるZEH件数」、事業所のCO2排出量削減に

直結する「小田原市再エネ電力使用事業所登録

制度※1における達成事業所数※２」を新たに設

定した。

※１　使用電力の全てをCO2排出量実質０の再

エネ電力で調達している事業所および2030年3

月末までに調達する旨を宣言した事業所を登録す

る制度。

※2　小田原市再エネ電力使用事業所登録制度

において登録された、使用電力の全てをCO2排出

量実質０の再エネ電力で調達している事業所
小田原市再エネ電力使用事業所登録制度による

3 
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第３次小田原市環境基本計画に係る指標新旧対応表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【見直し内容】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①根拠となる調査を実施することができないため、見直し前の指標を削除し、新たな指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②見直し前の指標に新たに指標を追加し、今後の取組の進捗状況を確認するため、複数指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※空欄のものは、計画期間の見直しに伴う目標年次（R12年度）の目標値設定をしたもの及び実績値（令和６年度）を記載したもの。

見直し前 見直し後 見直し内容 見直し理由

基準値 実績値 目標値

令和２年度

515ｇ

令和6年度

466ｇ

令和12年度

433ｇ

基準値 実績値 目標値

令和２年度

21.8％

令和6年度

22.0％

令和12年度

25.1％

基準値 実績値 目標値

令和２年度

100％

令和６年

100％

令和12年

100％

基準値 実績値 目標値

令和元年度

100％

令和５年度

100％

令和12年度

100％

基準値 実績値 目標値

令和２年度

13,329千円

令和６年度

2,371千円

令和12年度

11,506千円

基準値 実績値 目標値

令和２年度

―か所

令和６年度

１か所

令和12年度

４か所

農作物の鳥獣被害額（千円） 農作物の鳥獣被害額（千円）

令和２年度

13,329千円

令和6年度

12,586千円

市の調査報告に基づく神奈川県公表データから把握

（目標値は、小田原市鳥獣被害防止計画による。）

市の調査報告に基づく神奈川県公表データから把握

（目標値は、小田原市鳥獣被害防止計画による。）

生物多様性に係る環境保全に取り組んでいる区域（か所）※累計

自然共生サイトの登録数及びそれに類する活動から把握

自然環境調査において確認できた生物の種数割合（％） 自然環境調査において確認できた生物の種数割合（％）

令和元年度

100％

令和6年度

100％

令和12年度

100％

平成29（2017）年から令和元（2019）年まで市で実施した自然

環境調査における「小田原の森里川海街で広く確認され各環境を指

標する種（80種）」のうち、モニタリング調査における当該調査地点に

おいて確認された種数割合を算出する。

平成29（2017）年から令和元（2019）年まで市で実施した自然環境調査に

おける「小田原の森里川海街で広く確認され各環境を指標する種（80種）」のう

ち、モニタリング調査における当該調査地点において確認された種数割合を算出す

る。

③
その他

自然環境調査は、２年をかけ通年調査を実施し

ているため（令和４年度：秋冬調査、令和５年

度：春夏調査）、実績値は令和５年度の数値

としている。

11 62

取組の柱

4-2

ごみの適正

処理

詳細指標

③
その他

本取組の見直し前の指標は、「資源化率」であっ

たが、この指標は取組の柱4-1への関わりが大きい

指標と考えられるため、そちらの指標とした。

取組の柱4-2「ごみの適正処理」としては、既存の

焼却施設の老朽化という課題があり、今後のごみ

処理広域化に向け、適切に運用していく必要があ

る。このため、廃棄物処理施設の計画的な修繕や

適正な管理運営を図ることができる指標として、法

令基準に基づき焼却処理を行っていることを示す

「排ガスが大気排出基準値以下に維持されている

割合」とする。

13 66

取組の柱

5-1

生態系の維

持保全

詳細指標

②
見直し前の指標に新たに指標を追加し、今

後の取組の進捗状況を確認するため、複数

指標とする。

計画見直しにおいて、ネイチャーポジティブの推進と

いう視点を追加したことから、生物多様性確保の

状況を図ることができる指標として、自然共生サイ

トの登録数及びそれに類する活動を行う区域数を

指標として追加した。

12 65

施策５

自然共生

成果指標

令和２年度

515ｇ

令和6年度

484ｇ

市事業実績により、家庭における燃せるごみの総量を

人口及び日数で除して算出

市事業実績により、家庭における燃せるごみの総量を

人口及び日数で除して算出

資源化率(%)

市事業実績により、ごみの総排出量に対する資源化量の割合を算出

資源化率（％） 排ガスが大気排出基準値以下に維持されている割合（％）

令和２年度

24.3％

令和６年度

24.9％

市事業実績により、ごみの総排出量に対する資源化量の割

合を算出

排ガス中の硫黄酸化物量、ばいじん濃度、塩化水素濃度、窒素酸化

物濃度、水銀濃度、ダイオキシン類濃度が基準値を超えないこと

10 60

取組の柱

4-1

ごみの減量

化・資源化

の推進

詳細指標

②
見直し前の指標に新たに指標を追加し、今

後の取組の進捗状況を確認するため、複数

指標とする。

家庭ごみにおける１人１日当たり燃せるごみ排出

量は、順調に推移しているため、国が示す削減目

標などを参考に上方修正する。

これまで資源化率は取組の柱4-2の指標としてい

たが、取組の柱4-1への関わりが大きいため移動し

た。

資源化率は紙類の減少により現目標達成も困難

な状況を踏まえ、現目標水準を維持する。そのうえ

で、これまでの市算定方法（市からの搬出量ベー

ス・焼却灰除く）から、国算定方法（再生利用

量ベース・焼却灰含む）に変更することで、国及び

県と足並みを揃える。

家庭における１人１日当たり燃せるごみ排出量（g） 家庭における１人１日当たり燃せるごみ排出量（g）

4 



参考資料１-２

ＮＯ 頁

第３次小田原市環境基本計画に係る指標新旧対応表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【見直し内容】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①根拠となる調査を実施することができないため、見直し前の指標を削除し、新たな指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②見直し前の指標に新たに指標を追加し、今後の取組の進捗状況を確認するため、複数指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※空欄のものは、計画期間の見直しに伴う目標年次（R12年度）の目標値設定をしたもの及び実績値（令和６年度）を記載したもの。

見直し前 見直し後 見直し内容 見直し理由

基準値 実績値 目標値

令和２年度

28ha

令和6年度

39ha

令和12年度

33ha

基準値 実績値 目標値

令和２年度

6.0ha

令和6年度

7.9ha

令和12年度

11.5ha

基準値 実績値 目標値

令和２年度

88人

令和６年度

242人

令和12年度

330人

基準値 実績値 目標値

令和２年度

100％

令和６年度

100％

令和12年度

100％

基準値 実績値 目標値

令和２年度

2,816ｔ

令和6年度

3,377ｔ

令和12年度

2,928ｔ

基準値 実績値 目標値

令和2年度

―　㎏

令和6年度

238㎏

令和12年度

240㎏

基準値 実績値 目標値

令和3年度

95.8％

令和6年度

94.6％

令和10年度

95.8％

小田原が住みやすいと思う人の割合(%) 小田原が住みやすいと思う人の割合(%)

令和3年度

95.8％

令和6年度

95.8％

令和12年度

95.8％

市民意識調査（まちづくりに関する市民アンケート）より 市民意識調査（まちづくりに関する市民アンケート）より

18 71

施策6

生活環境

保全

成果指標

③
その他

指標の根拠として用いている「市民意識調査」に

関しては、今後R10年度、R14年度に実施するた

め、目標年次を令和10年度とし、目標値もこれに

合わせ設定した。

〔海〕小田原漁港の水揚げ量（t） 〔海〕小田原漁港の水揚げ量（t）

令和２年度

2,816ｔ

令和６年度

2,895ｔ
市事業実績による

あわせて、小田原近海（二宮、真鶴含）に設置されている

定置網でとれた魚の量及び魚の種類を把握

市事業実績による

あわせて、小田原近海（二宮、真鶴含）に設置されている定置網でと

れた魚の量及び魚の種類を把握

〔海〕江之浦漁港のアワビの水揚げ量(kg)

市事業実績による

17 69

取組の柱

5-2

森里川海の

保全・活用

（海）

詳細指標

②
見直し前の指標に新たに指標を追加し、今

後の取組の進捗状況を確認するため、複数

指標とする。

「小田原漁港の水揚げ量」は、海水温の上昇や海

流の変化など、取組内容以外の影響を受けている

と考えられた。このため、稚貝の放流や藻場再生な

どの取組の進捗状況を図ることができる指標を追

加した。

〔川〕酒匂川水系保全協議会実施イベント参加者数（人） 〔川〕酒匂川水系保全協議会実施イベント参加者数（人）

令和２年度

88人

令和6年度

330人

酒匂川水系保全協議会事業実績による 酒匂川水系保全協議会事業実績による

〔川〕主要河川のBODの環境基準適合率（％）

市事業実績による

16 69

取組の柱

5-2

森里川海の

保全・活用

（川）

詳細指標

②
見直し前の指標に新たに指標を追加し、今

後の取組の進捗状況を確認するため、複数

指標とする。

河川の保全状態をより直接的に示す指標を追加

した。

〔里〕耕作放棄地面積及び累計解消面積(ha) 〔里〕耕作放棄累計解消面積(ha)

令和２年度

178ha・5.7ha

令和6年度

176ha・7.7ha

市事業実績による 市事業実績による

15 69

取組の柱

5-2

森里川海の

保全・活用

（里）

詳細指標

③
その他

見直し前の指標のうちの一つである「耕作放棄地

面積」は、根拠として用いる調査が実施されないた

め削除し、「耕作放棄地累計解消面積」のみを指

標とする。

また、累計解消面積は、見直し前の基準値が誤り

であったため修正した。

〔森〕小田原市森林整備面積（ha） 〔森〕小田原市森林整備面積（ha）

令和２年度

28ha

令和6年度

28ha

市事業実績による 市事業実績による

14 68

取組の柱

5-2

森里川海の

保全・活用

（森）

詳細指標

― ―

5 



参考資料１-２

ＮＯ 頁

第３次小田原市環境基本計画に係る指標新旧対応表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【見直し内容】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①根拠となる調査を実施することができないため、見直し前の指標を削除し、新たな指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②見直し前の指標に新たに指標を追加し、今後の取組の進捗状況を確認するため、複数指標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※空欄のものは、計画期間の見直しに伴う目標年次（R12年度）の目標値設定をしたもの及び実績値（令和６年度）を記載したもの。

見直し前 見直し後 見直し内容 見直し理由

基準値

令和２年度

―

基準値 実績値 目標値

令和２年度

0.7㎞

令和６年度

0.9㎞

令和12年度

2.4㎞

基準値 実績値 目標値

令和２年度

576回

令和６年度

625回

令和12年度

750回

基準値 実績値 目標値

令和２年度

100％

令和６年度

100％

令和12年度

100％

基準値 実績値 目標値

令和２年度

59件

令和６年度

48件

令和12年度

45件

主要河川のBODの環境基準適合率（％） 主要河川のBODの環境基準適合率（％）

令和２年度

100％

令和6年度

100％

市事業実績による 市事業実績による

生活環境に対する苦情件数（件） 生活環境に対する苦情件数（件）

令和２年度

59件

20 74

取組の柱

6-2

美化の推進

と衛生環境

の保持

③
その他

見直し前の基準値（令和２年度：276回）が

誤りであったため、正しい数値に修正する。

21 75

取組の柱

6-3

公害対策

詳細指標

― ―

令和6年度

減少

市事業実績による 市事業実績による

再整備した街区公園数(公園）※累計

令和２年度

―

令和6年度

２公園

実績値
令和６年度

２公園

市事業実績による 市事業実績※目標達成済

まちなか緑化助成事業で緑化された延長(km)※累計

美化清掃実施回数（回） 美化清掃実施回数（回）

令和２年度

276回

令和6年度

500回

市事業実績による 市事業実績による

19 72

取組の柱

6-1

快適な街の

維持保全

詳細指標

②
見直し前の指標に新たに指標を追加し、今

後の取組の進捗状況を確認するため、複数

指標とする。

見直し前の指標については、令和６年度をもって

目標達成し完了している。

今後の取組を図るため、新たに「まちなか緑化助成

事業で緑化された延長」を指標とする。

なお、見直し前の指標についても、計画の継続性と

いう観点から、達成した結果を記載する。

市事業実績による

再整備した街区公園数(公園）

6 


